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駒沢女子大学内部質保証の方針、基本的な考え方及びシステムの体制

情報公表執行部会議内部質保証委員会

【【大学レベル大学レベル】【大学レベル大学レベル
内部質
大学レベル大学レベル】大学レベル
内部質内部質保証委員会を責任主体として、自己点内部質内部質保証委員会を責任主体として、自己点保証委員会を責任主体として、自己点
検・評価活動を基盤とする内部質保証の取組検・評価活動を基盤とする内部質保証の取組
を全学で進める
検・評価活動を基盤とする内部質保証の取組検・評価活動を基盤とする内部質保証の取組
を全学で進めるを全学で進める。を全学で進めるを全学で進める。
（内部質保証委員会）（内部質保証委員会）
内部質保証委員会が中心となり、学群・学部内部質保証委員会が中心となり、学群・学部
連携し、組織的・計画的な自己点検・評価活連携し、組織的・計画的な自己点検・評価活
動を推進する。ＰＤＣＡサイクル等を適切に動を推進する。ＰＤＣＡサイクル等を適切に
機能させることによって、恒常的に改善・改機能させることによって、恒常的に改善・改
革に努め、質の向上を図り、本学の教育研究革に努め、質の向上を図り、本学の教育研究
等の諸活動が適切な水準にあることを保証す等の諸活動が適切な水準にあることを保証す
る。る。
一定期間ごとに報告書に取りまとめ、適切性一定期間ごとに報告書に取りまとめ、適切性
及び有効性を検証し、執行部会議に改善策の及び有効性を検証し、執行部会議に改善策の
提言を行う。あわせて、これを学内及び社会提言を行う。あわせて、これを学内及び社会
に公表する。に公表する。
（
に公表する。に公表する。
（（執行部会議
に公表する。
執行部会議執行部会議）（執行部会議
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学長学長学長、副学長、各部局の長で構成する教学の学長学長、副学長、各部局の長で構成する教学の、副学長、各部局の長で構成する教学の
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最高審議機関で最高審議機関である執行部会議に
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全般全般及び学群・学部

ある執行部会議にある執行部会議においておいておいて、大、大ある執行部会議に
及び学群・学部及び学群・学部、その他の部局に共通学学全般全般全般及び学群・学部及び学群・学部及び学群・学部、その他の部局に共通、その他の部局に共通

する教育研究その他活動に関する重要
、その他の部局に共通、その他の部局に共通

する教育研究その他活動に関する重要する教育研究その他活動に関する重要事項を
、その他の部局に共通

事項を事項を、する教育研究その他活動に関する重要
自己点検・評価の結果
する教育研究その他活動に関する重要する教育研究その他活動に関する重要
自己点検・評価の結果自己点検・評価の結果、教学情報
する教育研究その他活動に関する重要する教育研究その他活動に関する重要事項を事項をする教育研究その他活動に関する重要

、教学情報、教学情報等を基に
事項を、事項を事項を

等を基に等を基に審自己点検・評価の結果自己点検・評価の結果、教学情報、教学情報、教学情報等を基に等を基に等を基に審審
議する。質保証・向上のための活動に必要な議する。質保証・向上のための活動に必要な
情報等を全学に発信する
議する。質保証・向上のための活動に必要な議する。質保証・向上のための活動に必要な
情報等を全学に発信する情報等を全学に発信する。

【【学群・学部レベル学群・学部レベル】【学群・学部レベル
建学
学群・学部レベル学群・学部レベル】学群・学部レベル学群・学部レベル
建学建学建学の精神及び教学の

】
の精神及び教学のの精神及び教学のの精神及び教学の理念に理念に則り、各部局に建学建学の精神及び教学のの精神及び教学の
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方針方針や目標を定め、毎年の事おいて具体的なおいて具体的な方針方針方針や目標を定め、毎年の事や目標を定め、毎年の事
業計画を策定のうえ諸活動を推進する

や目標を定め、毎年の事や目標を定め、毎年の事
業計画を策定のうえ諸活動を推進する業計画を策定のうえ諸活動を推進する。業計画を策定のうえ諸活動を推進する
この
業計画を策定のうえ諸活動を推進する業計画を策定のうえ諸活動を推進する
このこの諸活動の
業計画を策定のうえ諸活動を推進する業計画を策定のうえ諸活動を推進する
諸活動の諸活動の適切性を

業計画を策定のうえ諸活動を推進する業計画を策定のうえ諸活動を推進する
適切性を適切性を検証するため

業計画を策定のうえ諸活動を推進する。業計画を策定のうえ諸活動を推進する業計画を策定のうえ諸活動を推進する
検証するため検証するため、内部質このこの諸活動の諸活動の諸活動の適切性を適切性を適切性を検証するため検証するため

保証委員会及び教育指針に
検証するため検証するため

保証委員会及び教育指針に保証委員会及び教育指針に関する
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の主導に従い、各部局において自己
検討委員会検討委員会検討委員会

の主導に従い、各部局において自己の主導に従い、各部局において自己の主導に従い、各部局において自己点検
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点検点検・評の主導に従い、各部局において自己の主導に従い、各部局において自己点検点検点検・評・評

価を行い、この結果を基に、必要な改善を進価を行い、この結果を基に、必要な改善を進
める。また、この結果を報告書に
価を行い、この結果を基に、必要な改善を進価を行い、この結果を基に、必要な改善を進
める。また、この結果を報告書にめる。また、この結果を報告書にまとめ
価を行い、この結果を基に、必要な改善を進価を行い、この結果を基に、必要な改善を進

まとめまとめ、同める。また、この結果を報告書にめる。また、この結果を報告書にまとめまとめまとめ、同、同
委員会に報告する。加えて、毎年の事業報告委員会に報告する。加えて、毎年の事業報告
書においても事業結果を記し、
委員会に報告する。加えて、毎年の事業報告委員会に報告する。加えて、毎年の事業報告

これ
委員会に報告する。加えて、毎年の事業報告委員会に報告する。加えて、毎年の事業報告

これこれを社会に書においても事業結果を記し、
公表する。
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教育指針に教育指針に関する教育指針に教育指針に関する関する
検討委員会

点検・評価・点検・評価・改善点検・評価・点検・評価・改善
委員会

【【教員・授業レベル教員・授業レベル】【教員・授業レベル教員・授業レベル教員・授業レベル】
教職員は、それぞれが所属する部局の方針・教職員は、それぞれが所属する部局の方針・
目標に基づき、教育等諸活動を実施する
教職員は、それぞれが所属する部局の方針・教職員は、それぞれが所属する部局の方針・
目標に基づき、教育等諸活動を実施する目標に基づき、教育等諸活動を実施する。目標に基づき、教育等諸活動を実施する
また
目標に基づき、教育等諸活動を実施する目標に基づき、教育等諸活動を実施する
またまた、点検・評価・改善
目標に基づき、教育等諸活動を実施する目標に基づき、教育等諸活動を実施する
、点検・評価・改善、点検・評価・改善委員会が実施

目標に基づき、教育等諸活動を実施する。目標に基づき、教育等諸活動を実施する目標に基づき、教育等諸活動を実施する
委員会が実施委員会が実施した結またまた、点検・評価・改善、点検・評価・改善、点検・評価・改善委員会が実施委員会が実施

果について、部局の計画に則り、
委員会が実施委員会が実施した結した結委員会が実施

教学情報
した結した結

教学情報教学情報等果について、部局の計画に則り、
を用いて検証を行い
果について、部局の計画に則り、果について、部局の計画に則り、
を用いて検証を行いを用いて検証を行い、必要
果について、部局の計画に則り、教学情報教学情報教学情報等等果について、部局の計画に則り、

、必要、必要な改善を進める。
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1.1.事業報告書事業報告書、自己点検・評価報告書1.事業報告書
2.
事業報告書事業報告書、自己点検・評価報告書1.事業報告書
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3.
学修到達度の学修到達度の確認報告書確認報告書2.学修到達度の

3.3.3.授業評価、卒業年次アンケート

2.2.学修到達度の学修到達度の確認報告書

3.3.授業評価、卒業年次アンケート

駒沢女子大学は、高等教育機関として社会の負託に応えるため、建学の精神、教育の理念の実現に向けて、教育、研究、
社会貢献の質の向上を図るとともに、適切な水準にあることを自らの責任で明示・公表する内部質保証の取り組みを恒
常的・継続的に推進する。
また、内部質保証として、自己点検・評価を組織的・計画的に実施し、この結果を基に、質の保証・向上及び社会に対
する説明責任を果たしていくための不断の改善・改革を全学で進める。




